
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日本学校教育学会 

第 34回研究大会 プログラム 



目    次 
 

  

 

 

〇大会ご挨拶・・・・・・・・・・・・２ 

        〇研究大会要項・・・・・・・・・・・３ 

        〇交通のご案内・大会会場配置図・・・５～７ 

〇自由研究（第 1日 8月 3日）・・・・10～17 

〇基調講演・・・・・・・・・・・・・ 21 

〇公開ミニ・シンポジウム・・・・・・ 23～24 

〇情報交換会・・・・・・・・・・・・ 25 

〇自由研究（第 2日 8月 4日）・・・・ 28～32 

〇課題研究 ・・・・・・・・・・・・・33 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本学校教育学会第 34回大会の開催にあたって 

 

日本学校教育学会第 34回研究大会準備委員長  

米澤 利明（金沢学院大学） 

         

会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと拝察いたします。 

この度、日本学校教育学会第 34回研究大会を金沢学院大学で開催する運びとなりました。 

猛暑の中、全国よりご参加いただく皆様方に厚く御礼申し上げます。多くの皆様方をこの

「伝統」と「現代」を繋ぐ 歴史都市金沢にお迎えすることができますことを心から喜んで

おります。 

本学会は、大学・研究機関の研究者と多数の現職教員等の方々で構成された学会であり、

当初より理論と実践の緊密化さらには統合を目指す研究を特色としてまいりました。 

本大会では、国立教育政策研究所所長常盤豊氏をお招きし、基調講演「新時代に向けての

教育改革を考える」をご講演いただき、それを受けて３つのミニ・シンポジウム、「ミニ・

シンポジウム１ 新時代を意識した学校教育～共生社会を創るための学校教育の在り方を

問う～」「ミニ・シンポジウム２ 新時代の教員に求められる資質・能力～学校教育・事務

職員の立場から～」「ミニ・シンポジウム３ 新時代の言語教育」を展開する予定です。本

学会が目指しているところの教育研究者と現職教員、さらに学生等も交えまして、共に熱く

語り合いながら、改めて 21世紀の教育の姿を希求したいと考えております。 

課題研究では、本学会がこれまで進めてきた「教師教育の高度化」の実現のための教職大

学院の在り方を追究した研究の３年間の集大成としての報告を予定しております。また、初

の試みである本学会と地方自治体との共同事業について、その成果として「一関市支援事業

報告」を予定しております。さらに、会員の皆様より 55件（14分科会）の自由研究発表が

あります。分科会での熱い議論が交わされることを期待しております。 

スタッフ一同、有意義な学会となりますよう精一杯努めてまいる所存でおりますが、学生

主体の運営スタッフですので不慣れなことが多く、ご迷惑をおかけすることも多々あろう

かと思います。何卒、ご容赦の上、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

本研究大会の開催につき、金沢市教育委員会、ＪＩＣＡ北陸、北國新聞社、共創型対話学

習研究所よりご後援等のご支援をいただきました。また、さまざまな機関・団体から、ご挨

拶や，広告掲載等のご協力をいただきました。関係各機関・各位に対しまして衷心より御礼

を申し上げます。 

最後になりましたが、8月 3日・4日の両日、本学を会場として使用することを許可して

いただき、併せて共催を賜りました金沢学院大学の秋山稔理事長・学長をはじめ大学関係者

各位に深甚なる謝意を表させていただきます。ありがとうございました。 

 

                                 令和元年 8月 



日本学校教育学会第 34回研究大会開催要項 

 

１． 大会期間及び会場 

【大会期間】 2019年8月3日（土）・4日（日） 

 ※ 8月2日（金）16：00～18：00に理事会開催 

  【会  場】 金沢学院大学（〒920-1392 石川県金沢市末町10） 

       （理事会会場：香林坊ラモーダ9階 金沢学院高校サテライト教室） 

               〒920‐0961 石川県金沢市香林坊2丁目4－30） 

２． 大会日程 

 【第1日 8月3日（土）】 

8：30～ 

9：00 

受 付 

 

 

9：00～ 

11：50 

自由研究 

発  表 

11：50～ 

12：40 

昼食休憩 

12：40～ 

13：25 

定期総会 

13：25～ 

13：45 

一関市支援

事業報告 

14:00～ 

15：00 

基調講演 

（※１） 

15：15～ 

16：55 

ミニ・シン 

ポジウム 

（※２） 

17：05～ 

17：20 

シンポジウ

ムまとめ 

18：20

～ 

19：50 

情報 

交換会 

※１ 講師 国立教育政策研究所 所長 常盤豊 氏 

      題目 「新時代に向けての教育改革を考える」 

※２ ミニ・シンポジウム 

   【第1会場】「新時代を意識した学校教育 ～共生社会を創るための学校教育の在り方を問う～」 

       （シンポジスト） 武田さやか氏（独立行政法人 国際協力機構 北陸センター） 

                北 洋輔氏  （石川県白山市立蝶屋小学校 教諭） 

                釜田 聡氏  （上越教育大学 教授） 

   【第2会場】「新時代の教職員に求められる資質・能力～学校教育・学校事務職員の立場から～」 

          （シンポジスト）嶋 耕二氏 （石川県教育員会 学校指導課担当課長：小中学校教育 

グループリーダー） 

                西念佑馬氏 （金沢学院大学 財務部部長補佐 兼教職センター課長） 

                藤平 敦氏 （日本大学文理学部教授/教職センター副センタ－長 

                                           前   文部科学省教育政策研究所総括統括官） 

【第3会場】「新時代の言語教育」 

       （シンポジスト  直山木綿子氏（文部科学省 初等中等教育局 視学官及び、外国語担

当教科調査官） 

                紺村由紀子氏（石川県白山市立東明小学校 校長） 

               荒納 郁美氏（金沢大学附属高等学校 教諭） 

【第２日 8月4日（日）】 

8：30～ 

8：50  

受 付 

 

 

8：50～ 

10：20 

自由研究 

発  表 

10:30～ 

12：30 

課題研究 

12：30 

 

大会終了 

13：00～14：00 

文部科学省「トビタテ！ 

留学 JAPAN 日本代表プロ

グラム高校生コース」 

北陸地区発表会 

 



３． 大会参加費 

〇正会員・臨時会員  

事前振り込み4,000円（7月12日振込分まで） 当日5,000円 

〇院生会員  3,000円 

〇学部生会員 1,000円 

    ●情報交換会費 5,000円  ●8月3日昼食代（飲み物含む） 1,000円 

 

４．参加費申し込み 

  ３．に記載した参加費等は銀行振り込みとなります。振込名義は大会事務局で確認できるよう、参加させ 

 る方の名義でお願いいたします。振込金額は、大会参加費・情報交換会費・第1日目昼食代を別々にせず、

合計の金額でお願いいたします。 

（例：正会員で懇親会参加、弁当注文の場合は、4,000円＋5,000円＋1,000円の計10,000円となります。） 

 

【振込先銀行名】 北國
ほっこく

銀行 小立野
こ だ つ の

支店 店番１２１ 

【種別】     普通 

【口座番号】   ２９８８９ 

【口座名義】   日本学校教育学会第３４回研究大会  

                     ※振込手数料はご負担願います。 

 

５． 自由研究発表について 

会場には、ノートパソコン・プロジェクターをご用意いたします。発表者におかれましては、事前に 

動作確認をしていただきますようお願いいたします。 

  個人研究発表（登壇者が１名）・・・発表２０分 質疑応答１０分 

  共同研究発表（登壇者が１名）・・・発表２０分 質疑応答１０分 

  共同研究発表（登壇者が複数）・・・発表３０分 質疑応答１０分 

 

６． その他（送迎シャトルバス、食事について等） 

 〇金沢駅から会場までの専用バスを以下の時間帯と経路で運行いたします。どうそご利用ください。 

（金沢学院大学のバスです。） 

【８月３日】 

 （往路） ８：００  金沢駅西口発（係りの者がお待ちいたします。） 金沢学院着 

 （復路）１７：３０頃 シンポジウムまとめ終了後。会場発、KKRホテル金沢（情報交換会場）経由 

            金沢駅西口まで。 

【８月４日】 

（往路） ８：００  金沢駅西口発（係りの者がお待ちいたします。） 金沢学院着 

 （復路）１２：３０頃 大会終了後。会場発、金沢駅西口まで。 

            （途中ご希望がございましたら近江町付近経由します） 

〇食事について 

  会場付近には飲食施設がございません。８月３日は必要な方はお弁当をお申し込みください。８月４日は 

学内の食堂を利用することができます（オープンキャンパスが開催されておりますので、多数の高校生が利

用いたしますのでやや混雑するかもしれません）。 



交 通 の ご 案 内 

 

【公共交通機関をご利用の場合】 

 ■専用シャトルバス（JR 金沢駅西口 ⇔ 金沢学院大学） 

 学会が開催される 8／3(土)４(日)は、JR金沢駅西口と金沢 

学院大学を結ぶ学会専用のシャトルバスが運行されますので 

ご利用ください。両日とも行きはこの 1本のみとなります。 

※専用シャトルバスの発車時刻 

【行き】両日とも午前8時 00分に JR金沢駅西口を出発します。 

【帰り】３日はシンポジウム終了後、本学を出発、 

情報交換会場を経由し、JR 金沢駅西口に向かいます。 

    ４日は課題研究終了後、本学を出発、直接 JR 金沢駅西口に向かいます。 

 

■路線バス 

・ＪＲ金沢駅東口（３番、７番乗り場）から北陸鉄道バス「東部車庫行き」乗車で約 35 分かかりま

す。ただし、終点下車後急な坂道ですので、できるだけ金沢駅西口午前 8 時発の専用シャトルバスを

ご利用下さい。なお、タクシー利用の場合は、約 3,800 円（金沢駅～金沢学院大学）かかります。 

 

■ＪＲ金沢駅まで 

出発地 所要時間 

東 京 2 時間 30 分（北陸新幹線） 

大 阪 2 時間 40 分（特急） 

名古屋 2 時間 23 分（特急） 

 

■飛行機［小松空港］ 

・小松空港よりＪＲ金沢駅行きの連絡バスが運行しております。（約 55 分） 

 

【お車をご利用の場合】 

・北陸自動車道「金沢森本ＩＣ」から金沢環状道路（山側環状）経由で約 20 分 

・北陸自動車道「金沢東ＩＣ」から約 30分 

・北陸自動車道「金沢西ＩＣ」から約 40分 

   

【専用シャトルバスの発着場所】 

ココ 



大 会 会 場 配 置 図（８／３～４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 号館 

【大会受付】 

2 号館 1 階 

 

【分科会会場】 

2 号館 4 階・5 階 

【定期総会】 

【基調講演】 

４号館１階 講堂 

 

【シンポジウム１】 

４号館１階 講堂 

【シンポジウム２】 

４号館１階 ４１５ 

【シンポジウム３】 

４号館１階 ４１６ 

百万石通り 

ジャーナル 

スタンダード 

EV 

EV 

ビームス 

理事会会場（8／2） 

場所：香林坊ラモーダ ８階 

※百万石通から通路に入り、店舗用 

エレベーターを通り過ぎ、奥の入口右

のエレベーターをご利用ください。 

店舗用 



【分科会会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【控 室】 

 

２号館４階 

２号館５階 

２号館６階 

参加者控室 

268 267 

こちらをご利用ください 

２５４ 

特定課題研究会場 

２５３ 

252 

257 256

    

255

    

２４１ 

２５０ 

 

エレベーター    

研究発表 

1-(1) 

研究発表 

2-(1) 

研究発表 

1-(3) 

244

    
研究発表 

1-(2) 

243    

研究発表 

1-(4) 

2-(2) 

研究発表 

1-(5) 

2-(3) 

研究発表 

1-(6) 

2-(4) 

研究発表 

1-(7) 

2-(5) 

研究発表 

1-(8) 

269 

来賓･理事控室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会１日目 

８月３日(土) 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２４１室 

 

自由研究発表１－(１)  

 

司会 和井田 清司（武蔵大学）     

山口 修司（松江市立雑賀幼稚園） 

 

 

１）９：００～９：３０ 

 

教師の職能発達過程における困難克服過程でのストレスコーピングの影響 

－教師と児童生徒との人間関係に着目して－ 

             篠原 里実（上越教育大学大学院・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

小学校高学年における教科担任制導入に関する事例研究 

―小学校教員と卒業生へのインタビューを通して― 

元木 廉（元 放送大学大学院・院生） 

 

３）１０：００～１０：３０  

 

昭和 40年代の神奈川県における小学校教科担任制に関する一考察 

                       垣崎 授二（横浜市立豊田小学校） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

斎藤喜博の追い求めた授業 

－子どもの無限の可能性と教師論に注目して－ 

中山 博夫（目白大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

指導主事の職業的社会化研究の現状と課題 

             篠原 清夫（三育学院大学） 

 



（第１日）８月３日（土）                    ２号館２４３室 

 

自由研究発表１－(２)  

 

  司会 根津 朋実（筑波大学）   

田邊 俊治（金沢学院大学） 

 

 

１） ９：００～９：３０ 

 

児童の他者に対する「賞賛」が生まれる場についての考察 

             渡邉 信隆（上越教育大学大学院・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

笑いとマインドフルネスによるレジリエンスの育成の可能性 

                      田島 弘司（上越教育大学） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

保育者養成教育における「環境」教授についての一考察 

―諸学説の変遷に着目して― 

                      奥泉 敦司（金沢学院大学） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

学校教育におけるＡＩ(人工知能)の応用と課題 

－その実践と教育学的考察－ 

張  建（東京電機大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

Society 5.0 に向けた学びの在り方の変革 

－論理的、批判的、創造的に考えるスキルの育成－ 

服部 孝彦（大妻女子大学） 

  



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２４４室 

 

自由研究発表１－(３)   

 

司会 和井田 節子（共栄大学）       

小林 広昭（横浜市立山下みどり台小学校） 

 

 

１）９：００～９：３０  

 

公立小・中学校教師の長時間勤務解消に向けた業務改善 

                       山中 樹（上越教育大学・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

学校の業務改善に対する教員の意識の実態 

―A県 B市における学校管理職及び教員への調査結果を踏まえて― 

                       鈴木 久米男（岩手大学） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

教員の資質向上を図るためのミドルリーダーの役割について 

－長野県の教員育成指標を活用した,校内研修を通して－ 

                     椛島 政彦（信州大学大学院・院生） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

学校における保護者トラブルの現状と課題 

―教員アンケート調査の分析を通して― 

                        和井田 節子（共栄大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

アクション・リサーチの手法を用いた若手教員の学級経営支援プログラムの開発と 

その運用に関する実証的研究 

安藤 拓也（帝京大学大学院・院生） 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２５２室 

 

自由研究発表１－(４)  

 

司会 菅原 至（上越教育大学） 

   釜田 聡（上越教育大学） 

 

 

１）９：００～９：３０ 

「学校体験活動」と「教育実習事前指導」を、「教育実習」にどのように生かし繋げるか 

－「教科横断的な視点」を踏まえながら－ 

                         橘田重男（静岡福祉大学） 

  

２）９：３０～１０：００ 

グループディスカッションを円滑に進行するためのワークシート活用方法 

松﨑 陽子（仙台青葉学院短大） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

「持続可能な社会の創り手」を育成するための大学教育での実践 

－教員養成課程における「道徳科と ESD」との関係－ 

                        中井 精一（大阪教育大学） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

小中学校・教育委員会へのインタビューからみる教育実習における課題 

－学校インターンシップの展開に向けて－ 

            ○枝元 香菜子（金沢学院大学）  山本 礼二  （目白大学） 

      峯村 恒平  （目白大学）      藤谷 哲    （目白大学） 

渡邉 はるか（目白大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

教職等履修学生の教育実践効力感の尺度開発に関する予備的研究 

          〇渡邉 はるか（目白大学） 枝元 香菜子（金沢学院大学） 

      藤谷 哲    （目白大学） 峯村 恒平  （目白大学）    

山本 礼二  （目白大学）     

 

 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２５３室 

 

自由研究発表１－(５)  

 

     司会 松井 千鶴子（上越教育大学）    

山本 幸子（那須市教育委員会） 

 

 

１）９：００～９：３０  

 

学校における「福祉的機能」の意義と現代的課題 

                      栗原 千春（東京学芸大学大学院・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

学校外の子どもの居場所活動からみた学校教育の一考察 

                         竹澤 賢樹（金沢学院大学） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

自己肯定感向上に、コミュニケーション能力活用学習が与える影響の考察 

―小学校におけるＰＢＬを活用した授業実践を通して― 

                        武田 昌之（信州大学大学院・院生） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

学校法における教育基本法と子どもの権利条約の位置づけ 

                            佐々木 幸寿（東京学芸大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

外部評価会議での質問に対する回答に生じうる問題の構造に関する考察 

山﨑 保寿（松本大学） 

 

 

 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２５５室 

 

自由研究発表１－(６)  

 

司会 安藤 雅之（常葉大学）       

木村 昭雄（横浜市立下永谷小学校） 

 

 

１）９：００～９：３０  

 

学びに向かう力を育む授業の創造 

                      小松 千草（帝京大学教職大学院・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

総合的な探究の時間における探究課題設定 

－現代的な諸課題とＥＳＤの関連付けに着目して－ 

                         祐岡 武志（阪南大学） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

地域の教育力を生かした総合学習の展開 

－ジャムづくりの学習を通して－ 

                        木村 昭雄（横浜市立下永谷小学校） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

新高等学校学習指導要領の特別活動等における 

人間としての在り方生き方に関する教育の一考察 

                  長島 利行（茨城県教育庁学校教育部高校教育課） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

教育カウンセリングの特質を活かしたキャリア教育の実践Ⅱ 

－自律性伸張を促す｢マイチェックシート｣の活用事例－ 

栁瀬 啓史（高知・公立学校教諭） 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２５６室 

 

自由研究発表１－(７)   

 

司会 南雲 まき（金沢学院大学）      

林 明煌（国立嘉義大学） 

 

 

１）９：００～９：３０ 

 

台湾における応用日語系大学生の成功原因帰属、 

学習ストラテジーと日本語能力に関する相関的研究 

                        林 明煌（国立嘉義大学） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

台湾における小学校国語教科書第 1冊の写字の選択と実践 

                         林 于弘（国立台北教育大学） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

異なる種類のアニメを生かした高校の科学カリキュラムの学習効果に関する比較的研究 

                       蔡 秉宸（国立嘉義大学大学院・院生） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

台湾小学校における異学年授業の実施と反省 

－ある遠隔小学校を例に－ 

                   洪 千恵（国立嘉義大学大学院・院生） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

 

多文化共生に向けてのことばの教育の在り方について 

－地域日本語教室における異文化間誤解事例を活用した教材開発－ 

                    周 勝男（兵庫教育大学大学院・院生） 



（第１日）８月３日（土）                     ２号館２５７室 

 

自由研究発表１－(８)   

 

司会 桂田 愛（台湾静宜大学）       

    牛  玄（東京学芸大学大学院・院生） 

 

 

１）９：００～９：３０  

日本の義務教育における「教育機会確保法」の意義と 

義務教育法制のアンバンドル化に関する総合的研究 

                     牛  玄（東京学芸大学大学院・院生） 

 

２）９：３０～１０：００ 

 

心身障碍者家庭と社会福祉事業担当指導員との協力関係 

                       程 恩蓓（国立嘉義大学大学院・院生） 

 

３）１０：００～１０：３０ 

 

注意欠陥・多動性障害(ADHD)と強迫性障害(OCD)に併発したトゥレット障害(Tourette's 

Syndrome)の 1例 

                       章  秉純（国立嘉義大学大学院・院生） 

 

４）１０：３０～１１：００ 

 

留学生ボランティア活動のグローバル人材育成への貢献  

－日本籍留学生を例に－ 

                            ○桂田 愛（台湾静宜大学） 

                   王 金國（台湾國立台中教育大学） 

 

５）１１：００～１１：３０ 

School Donation: Strategies adopted by School Principals in Taiwan 

〇何 宣甫（国立嘉義大学） 

黃葦婷（University College London Institute of Education, UK） 

胡甜菱（Pennsylvania State University, USA） 



 

 

 

 

 

 

 

定  期  総  会 

 

8月 3日（土） 

１２：４０～１３：２５ 

4号館 講堂 

 

  



日本学校教育学会支援事業 算数・数学学力向上研修会について 

南浦 元 (岩手県 一関市教育委員会) 

 

 

1. 研究の背景・目的 

一関市では教育基本法に基づき、2016年度から 2025年度までの 10年間の一関市教育振

興基本計画を策定し取り組んでまいりました。令和元年度は、前期計画 4年目となります。 

この計画の目標に掲げた「学びの風土を礎に 心豊かにたくましく 郷土の誇りを未来

につなぐ 一関の人づくり」の実現に向けて、３つの基本方向⑴社会を生き抜く力を育む

学校教育の充実、⑵ともに学び、まちとひとをつくる社会教育の推進、⑶誇りと愛着を醸

成する文化の継承を定め、四つのプロジェクト①ことばを大切にする教育プロジェクト、  

②グローバル人材育成プロジェクト、➂学校と地域の協働推進プロジェクト、④世界遺産

拡張登録推進プロジェクトを重点としながら、16の基本施策の着実な推進を図ってまいり

ました。 

日本学校教育学会支援事業算数・数学学力向上研修会は、この基本施策「確かな学力を

育む教育の推進」の中核となる事業です。 

また、一関市は和算のふるさととしても知られ、一関市にある算額の数は、市町村では

全国 1位の 67枚を有しています。一関博物館が行っている「和算に挑戦」は、毎年好評を

博しており、全国から 1200件以上も応募があります。数学が古くから盛んな土地柄という

こともあり、平成 27年度から学力向上重点科目として「算数・数学」を設定し、学力向上

のために、算数・数学を担当する教師の指導力向上・授業改善に取り組んでまいりました。 

 

2. 研究の概要 

教科指導に定評がある算数・数学の教員(東京学芸大学附属校教員)による師範授業等を

通して、市内小・中学校教員の授業改善、指導力向上、併せて、学力保障に向けた学校の

組織力の強化を図る。特に算数・数学の授業改善、指導力向上を図る。 

 

3. まとめ 

全国学力・学習状況調査での子どもたちへのアンケートでは、児童・生徒の意欲面での

向上が数値として表れてきました。また、学力向上研修会の事後アンケートでは、教師の

授業改善に係わる意欲の向上が見られました。東京学芸大学附属校教員の示範授業によっ

て、目標とする授業モデルが明確になり、一関市として目指している「テンポが良く」「構

造的な板書」 によってつくられる授業に近づこうと努力する教師が増えてきております。 



  （第 1日） 8月 3日（土） 14：00～15：00             4号館 講 堂             

   

 

基 調 講 演 

 

題 目「新時代に向けての教育改革を考える」 

       

 

講 師： 国立教育政策研究所 所長 常 盤  豊 氏 

 

 

 

【要 旨】 

  

 グローバル化の進展、AI をはじめとした高度情報通信革命などにより、社会構造の急速な変革が進

む中で、新時代に向けて教育が重視すべきものは何か。新学習指導要領で示された「社会に開かれた教

育課程」や「主体的・対話的で深い学び」が目指すものは何か。それをどう受け止め、どう実践してい

くのか。参加の皆様とともに考えていくための論点を提示する機会としたい。 

 



（第 1日） 8月 3日（土） 15：15～16：55             4号館 講 堂  

 

公開ミニ・シンポジウム（第１会場） 

 

新時代を意識した学校教育 

       ―共生社会を創るための学校教育の在り方を問う－ 

 

【趣旨】 

 グローバル化が進み、現在は、異文化・多文化理解や、地球上に存在する様々な人類的課題を知る

ことは、一般教養として必要不可欠な時代となった。地球的課題を理解し、より良い地域社会・日本・

世界を考え、他者と共に社会を再構築するためには、学校教育において、どのような国際理解教育に取

り組んでいくのがよいか考えることが必要である。 

国際理解教育とは、一人の市民として、より良い未来をみんなで創造していく力を培うことをめざす

教育だと考える。こうした教育を実践するには、異文化への対応や世界に存在する問題・課題の解決な

ど、答えのない問いを子供と教師がともに考えることが求められる。それには、より良い答え・より良

い未来に向かって探求し考え続ける力、行動する力を主体的で対話的な深い学びを通して教科横断的

に培っていくことが重要である。 

 こうした学びを学校教育と連携しながら実践している JICA北陸は、地域に開かれた教育の一翼を担

う団体として、一人一人の学び、意識、行動を変えていく素材となる開発途上国に関する知見・経験・

教材などを地域社会・学校現場に還元している。本シンポジュウムでは、この JICA 北陸の取り組み、

小学校での具体的実践と子供の変容、豊富な実践に基づく研究者の視点の３つの方向から、豊かな共生

社会の構築に向けて、答えのない課題を子供とともに考えるグローバル時代の中の学校教育の役割に

ついて考えていきたい。  

 

【シンポジスト】 

 「国際理解を取り入れた学校教育 国際協力を実施する団体の視点から」 

   武田 さやか氏 （独立行政法人 国際協力機構 北陸センター） 

 

 「新時代を生きる子どもたちの力を育てる ～国際理解教育を通して～」 

   北 洋輔氏 （石川県白山市立蝶屋小学校 教諭） 

 

 「育成すべき資質・能力の三つの柱」とグローバル時代の学校教育－学びに向かう力・人間性等を中  

  心に－」    

釜田 聡氏 （上越教育大学 教授） 

 

司会：菊地 和彦 （独立行政法人 国際協力機構 北陸センター 所長） 

 



（第 1日） 8月 3日（土） 15：15～16：55       4号館 415室  

 

公開ミニ・シンポジウム（第２会場） 

 

新時代の教職員に求められる資質・能力 

 

～学校教育・事務職員の立場から～ 

 

 

【趣旨】 

 新学習指導要領を関しては、道徳の教科化、プログラミング教育の必修化、外国語教育の充実などが

話題となった。しかし、従来の各教科等については、ともに基本的には従来のものを踏襲しており、改

定自体の変化はこれまでの改定に比べて小さいとも言える。 

 ただ、学力については質的変化とさらなる充実を目指したものとなっている。それは従来からの内容

（コンテンツ：content）中心の学力観（コンテンツ・ベース教育）に加え、資質・能力(Competency）

を基盤とする学力観（コンピテンシー・ベース教育）の２つのバランスのとれた教育への志向である。

この背景には OECD の PISA 調査等の資質・能力を基盤とするグローバル・スタンダードとしての学力

観の動向がある。 

 さらにグローバル時代には、多文化共生教育の視点の重要性が高まっていく。子供たちに新しい時代

にふさわしい資質・能力を育成するためには、それを導く教員に求められる資質・能力についての共通

理解が不可欠である。本シンポジウムでは、学校教育・学校事務職員・行政の立場から、新時代の教職

員に求められる資質・能力について議論を深める。 

 

【シンポジスト】 

「グローバル化が進む地方の小・中学校教員に必要な研修の在り方」 

  嶋 耕二氏 （石川県教育委員会学校指導課 担当課長：小中学校教育グループリーダー） 

 

「学校事務職員の視点から」 

  西念 佑馬氏 （金沢学院大学財務部部長補佐 兼 教職センター課長） 

 

「行政および学校教育の視点から」 

藤平 敦氏 （日本大学文理学部 教授/教職センター副センター長、前文部科学省国立教育政策

研究所総括研究官） 

 

  司会：奥泉 敦司（金沢学院大学文学部教育学科 講師） 

 



（第 1日） 8月 3日（土） 15：15～16：55                4号館 416室  

公開ミニ・シンポジウム（第３会場） 

 

新時代の言語教育 

 

      

【趣旨】 

「新時代の言語教育」をテーマとして、不確実性の時代を生きていく子どもたちにとって望ましい英語

教育の在り方について論ずる。 小学校外国語の教科調査官である直山木綿子氏による講演及び直山氏

とパネリストによる討議を通して、日本の英語教育の根幹となるものは何か、各学校種の連携・接続の

あり方、そのためにできることなどについて理解と考察を深める。行政、現場、それぞれの立場・視点

から、 言語能力のみならずコミュニケーションの根幹にかかわる、人と人とが共に生きるための対話

力、他者理解、自己表現力、グローバル時代に求められる力などを、日本の英語教育のなかでどのよう

に育んでいくかを考え、深める場としたい。 

 

【シンポジスト】 

「求められる日本の英語教育のあり方」 

   直山 木綿子氏 （文部科学省 初等中等教育局 視学官及び、外国語担当教科調査官） 

 

 「小学校校長の立場から」 

   紺村 由紀子氏 （白山市立東明小学校 校長） 

 

 「高校教員の立場から」 

   荒納 郁美氏 （金沢大学附属高等学校 英語科主任） 

 

                   司会：村松 麻里 （金沢学院大学文学部教育学科 講師） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

情 報 交 換 会 

 

8月 3日（土） 

１８：２０～１９：５０ 

KKRホテル金沢 

 

☆大会会場から情報交換会会場（KKR ホテル金沢）

までシャトルバスを運行いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会２日目 

８月４日(日) 



（第２日）８月４日（日）                     ２号館２５０室 

 

自由研究発表２－(１)   

 

司会 原田 信之（名古屋市立大学） 

鈴木 久米男（岩手大学） 

 

 

 

１）８：５０～９：２０ 

 

「発信型」の英語教育実践報告（中１から高３までのアプローチ例） 

                      伊藤 清（名古屋中学校） 

 

２）９：２０～９：５０ 

 

小学校１年生における参加型人権学習の学習成果に関する一考察 

 ―人権教育を通じて育てたい資質・能力の構成要素の抽出を通して― 

河野辺 貴則（兵庫教育大学大学院・院生） 

 

 

３）９：５０～１０：２０ 

 

アメリカ公立小学校の言語教育 

－他者性・自主性が生きる多様なカリキュラムに着目して－ 

                         村松 麻里（金沢学院大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第２日）８月４日（日）                     ２号館２５２室 

 

自由研究発表２－（２） 

 

 司会 林 泰成 （上越教育大学）   

安藤 知子（上越教育大学） 

 

 

 

１）８：５０～９：２０ 

 

dataから見る現代の中高生の読書活動の実際 

                       腰越 滋（東京学芸大学） 

                       

２）９：２０～９：５０ 

 

正解のない問いを考える子どもを育てる 

―自由に対話できる授業を中心に― 

                     北 洋輔（白山市立蝶屋小学校） 

 

３）９：５０～１０：２０ 

 

「声をそろえる」ことの学級経営的意義 

―A.シュッツの「我々関係」を手がかりに― 

山田 雅彦（東京学芸大学） 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第２日）８月４日（日）                    ２号館２５３室 

 

自由研究発表２－（３） 

 

司会 黒羽 正見（群馬大学） 

堀井 啓幸（常葉大学） 

 

 

 

１）８：５０～９：２０ 

 

美術館が行う学校向け鑑賞プログラムの全国的傾向に関する一考察 

                     吉田 悠夏（上越教育大学大学院・院生） 

 

２）９：２０～９：５０ 

 

音楽授業における『苦手意識』へのアプローチ 

－図形楽譜を用いた授業実践から－ 

              湯澤 卓（上越市立春日小学校） 

 

３）９：５０～１０：２０ 

 

教育における表現の意義についての考察 

－第二次世界大戦下のポーランドにおける子どもの表現を手掛かりに－ 

                         南雲 まき（金沢学院大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第２日）８月４日（日）                     ２号館２５５室 

 

自由研究発表２－（４） 

 

司会 瀬戸 健 （富山国際大学） 

祐岡 武志（阪南大学）    

 

 

 

１）８：５０～９：２０ 

 

高等学校と警察が連携して行うボランティア活動に関する研究(3) 

―熊本県玉名市の高校生防犯ボランティア組織ボウハンティアの実践に基づく考察―  

                             林 幸克（明治大学） 

 

２）９：２０～９：５０ 

 

子どもの命を守る学校と家庭の連携に関する研究 

－学校事故裁判例に示す保護者（親権者）の責任に着目して－ 

                    割田 のどか（上越教育大学大学院・院生） 

 

 

３）９：５０～１０：２０ 

 

安全学習についての総合的研究 

－学校事故裁判事例を教材化した授業実践の可能性と課題－ 

〇新福 悦郎（石巻専修大学）   

蜂須賀 洋一（上越教育大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第２日）８月４日（日）                    ２号館２５６室室 

 

自由研究発表２－（５） 

 

司会 田島 弘司（上越教育大学） 

山本 礼二（目白大学）   

 

 

 

１）８：５０～９：２０ 

 

持続可能な社会づくりに向けた資質・能力を育むカリキュラム・マネジメントの研究 

－「グローカル」な視点を育成する単元開発と実践・評価－  

                       勝山 優子（信州大学大学院・院生） 

 

２）９：２０～９：５０ 

 

小さな村の教育改革 

－G7サミットのこころみに着目して－ 

                      和井田 清司（武蔵大学） 

 

３）９：５０～１０：２０ 

 

多様性を生かした遊び心のある学びのデザイン 

― 障害をもつ児童と共に創る「深い学び」― 

                        幸田 隆（豊田市立東保見小学校） 

 

 

 

 

 

 

 



（第２日） 8月４日（土） 10：30～12：30             ２号館 254室  

課題研究「教師教育の高度化③ 教師教育の高度化と地域教育課題へ

の対応－教職大学院は地域の期待に応えているか？」 

 

課題研究趣旨： 

平成27年12月の中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上につ

いて～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」では、各都道府県等に設

置された協議会（教員育成協議会）について、教育委員会と大学等が相互に議論し、養成や研

修の内容を調整するための制度としており、更に、地域の実情に応じたものとするとともに、

各主体の自主性・自律性が生かされる仕組として捉えている。同答申では、協議会において検

討される教員育成指標の目的について、「教職キャリア全体を俯瞰しつつ、教員がキャリアス

テージに応じて身に付けるべき資質や能力の明確化」としており、また、「各地域の実情に応

じて策定する」こととし、「国は各地域の自主性、自律性に配慮する」としている。すなわ

ち、各地域において、それぞれの実情等に基づき、教員養成段階から生涯にわたる教員の学び

を関連付けて自律的に運用することを求めるものである。また、「教員需要の減少期における

教員養成・研修機能の強化に向けて—国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関

する有識者会議報告書—」（平成29 年8 月29 日）においても、地域ニーズへの対応として、

国立の教員養成大学・学部等は「教育委員会等との『協議会』に主体的に参画し、教員のライ

フステージに応じた資質向上に体系的に関わることや、教育委員会や学校現場との人事交流等

を通じて、地域の教育委員会等と連携しつつ、地域が求める教員を的確に把握し、それを確実

に反映した教員の養成・研修に取り組むこと」としている。 

それぞれの地域における教育委員会と大学の協働、地域密着型の教員養成・研修の必要性や

ニーズの高まりについては、上記答申や報告書において言及される以前から各大学において認

識されていることでもあった。とりわけ、教職大学院に対しては、教育委員会との協働により

策定する教員育成指標や地域の特性を踏まえつつ、その地域における教員のキャリアステージ

に応じた資質向上に資するようなカリキュラムの提供等により、教員養成からの教職キャリア

全体に渡る学びを支援する方策を検討するべきである（継続的な学びにつながる制度設計）と

いう要請がある。すなわち、教職大学院における教師教育の高度化の前提として教育委員会と

の協働による地域教育課題への取組のあり様が問われている。ただ、その一方で、地域教育課

題に対応できる確たる組織・体制が大学側になければ、連携という名の下に地域や行政の需要

に応じるだけの下請けのような存在になってしまう懸念も示されており、このような動向に対

応した教職大学院の在り方そのものも問われているのである。本課題研究では、課題研究3年

目の区切りとして、教職大学院が教育委員会との密接な連携により地域の教員養成・研修の中

核となるための方法や課題等について明らかにすると共に、今後の教職大学院の方向性につい

て検討し、提案したい。 

 

【コーディネーター・司会】                堀井 啓幸（常葉大学） 

            根津 朋実（筑波大学） 

【パネリスト】 

牛渡 淳  先生（仙台白百合女子大学）  

紅林 伸幸 先生（常葉大学教職大学院） 

佐々木 幸寿 先生（東京学芸大学）  



 

協賛広告一覧（掲載順） 

 

 株式会社 教育開発研究所 様 

   一般社団法人 教育調査研究所 様 

教育出版株式会社 様 

株式会社 うつのみや 様 

株式会社 三恵社 様 

株式会社 学文社 様 

株式会社 培風館 様 

金沢学遊 様 

 株式会社 ミネルヴァ書房 様 
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